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I 君 は 語る。 

秋の 雨の そぼ 降る 日で ある。 わたし は K 君と、 シナ 

の 杭 州、 かの 西 湖の ほとりの 楼外楼 という 飯 館で、 シ 

ナの ひる 飯 を 食い、 シナの 酒 を 飲んだ。 のちに 芥川龍 

かほう 

之 介 氏の 「支那 游記」 をよ むと、 同氏 もこ こに 画舫を 

つないで、 槐 の 梧桐の 下で 西 湖の 水 を ながめながら、 

ラオ チュウ しょうがに 

同じ 飯 館の 老酒 をす すり、 生姜 煮の 鯉 を 食った とし 

るされ ている。 芥川 氏の 来たの は晚 春の 候で、 槐ゃ柳 



ながらに 参詣して、 かの 楼外楼 の 下に 画舫 をつな いだ 

くち 

頃に は、 空 はいよ いよ 陰って 来た。 さして 強く も 降ら 

ない が、 雨 はしと しとと 降りしきつ ている。 漢詩 人な 

しょ ラ しよ-つ 

らば 秋雨 蕭 々 とか 何とか 歌うべき ところで あろうが、 

我れ われ 俗物 は 寒い 方が 身にしみて、 早く 酒で も 飲む 

か、 温かい 物で も 食う かしなければ 凌がれな いという 

ので、 船 を 出る と 早々 にかの 飯 館に 飛込んで しまった 

ので ある。 

酒 をのみ、 肉 を 食って、 やや 落ちついた 時に K 君 は 

おもむろに 言い出した。 

「君 は 上海で 芝居 を たびたび 観たろう ね ご 



わたしが 芝居 好きで ある こと を 知ってい るので、 K 

君 はこう 言った ので ある。 私 はすぐ にうな ずいた。 

「観た よ。 シナの 芝居 も 最初 はすこし 勝手 違いの よう 

だが、 たびたび 観て いると 自然にお もしろ くなる よご 

「それ は 結構 だ。 僕 は 退屈し のぎに 行って みようかと 

思う こと も あるが、 最初の 二、 三度で 懲りて しまった 

せいか、 どうも 足が 進まない ご 

彼 は シナの 芝居ば かりで なく、 日本の 芝居に も 趣味 

を もっていない 男で あるから、 それ も 無理 はない と 私 

は 思った。 趣味の 違った 人間 を 相手に して シナの 芝居 

を 語る の は 無益で あると 思った ので、 わたし は その 問 



答 を 好い加減 にして、 さらに 他の 話題に 移ろうと する 

と、 きょうの K 君 は 不思議に いつまでも 芝居の 話 を 繰 

返して いた。 

「日本で も 地方の 芝居小屋に は 怪談が 往々 伝えられる 

もの だ。 どこの 小屋で はなん の 狂言 を 上演す るの は禁 

物で、 それ を 上演す ると 何 かの 不思議が あると か、 ど 

この 小屋の 楽屋に は 誰かの 幽霊が 出る とか、 いろいろ 

の 怪しい 伝説が ある もの だが、 シナは 怪談の 本場 だけ 

に、 田舎の 劇場な どに はや はりこの たぐいの 怪談が た 

くさん あるら しいよ ご 

「そうだろ うな。 」 



「そのな かに こんな 話が ある ご と、 K 君 は 語り 始めた。 

ぜんしん けん りゅう カントン 

「前 清の 乾隆 年間の こと だそう だ。 広東の 三 水 県の 県 

ほうこうし ゆく 

署 のまえ に 劇場が ある。 そこで ある 日、 包 孝 粛の芝 

はんが A 

居 を 上演した。 包 孝 粛は宋 時代の 名 判官で、 日本で い 

えば 大岡 さまと いうと ころ だ。 その 包 孝 粛が大 岡 捌き 

のよう な 段取りで、 今や 舞台に 登って 裁判 を 始めよう 

こ つ ぜん 

とすると、 ひとりの 男が 忽然と 彼の 前に あらわれ たと 

思いた まえ。 その 男 は 髪 を ふりみだし、 顔に 血 を 染め 

て、 舞台の 上に うずくまって、 何 か 訴える ところが あ 

るら しく 見えた。 しかし 狂言の 筋から いうと、 そんな 

人物が そこへ 登場す る 害 はない から、 包 孝 粛に扮 して 



けんれい 

引つ 返して それから 県令に 報告す ると、 県令 は その 俳 

優 を 呼出して 更に 取調べた 上で、 お前 はもう 一度、 包 

孝 粛の扮 装 をして 舞台に 出て みろ、 そうして、 その 幽 

霊の ような ものが 再び 現れたら ば、 ここの 役所へ 連れ 

て 来い と 命令した ご 

「幽霊 を 連れて来 いは、 無理 だね ご 

「もちろん 無理 だが、 そこが シナ のお 役人 だ ご と、 K 

君 は 笑った。 「俳優 も 困ったら しい 顔 をした が、 お 役 

そむ 

人の 命令に 背く わけに はいかな いから、 ともかくも 承 

知して 帰って、 再び 包 孝粛の 芝居 を はじめる と、 幽霊 

はまた 出て 来た。 そこで 俳優 は 怖 ごわながら 言い聞か 



服罪し ない。 自分 は 決して 他人の 死骸な ど を 埋めた 覚 

え はない。 自分の 家 は 人に 知られた 旧家で あるから、 

母の 葬式に は 数百 人が 会葬して いる。 その 大勢の みる 

ひ つぎ 

前で 母の 柩に土 を かけた ので あるから、 他人の 死骸 

なぞ を 一緒に 埋めれば、 誰かの 口から 世間に 洩れる 害 

である。 まだお 疑いが あるならば、 近所の 者 をい ちい 

ちお 調べく ださいと いうの だ ご 

「しかし その 葬式が 済んだ あとで、 誰かが また その 死 

骸を 埋めた かも 知れない じ やない かご 

「そこ だ ご と、 K 君 はうな ずいた。 「シナ の 役人 だつ 

て、 君の 考える くらいの 事 は 考える よ。 県令 も そこに 



を 旅び との 幽霊と いうの か、 魂と いうの か、 ともかく 

も 旅び との 死体が 聴いて いて、 今度 ここの 劇場で 包 孝 

粛の 芝居 を 上演した の を 機会に、 その 名 判官の 前に 姿 

を 現した のだろう というの だ。 土工ら も 余計な こと を 

しゃべ つたば かりに、 みごと 幽霊に 復謦 された わけさ。 

シナに はこん な 怪談 は 幾ら も あるが、 包 孝粛は 遠い む 

かしの 人 だから どうす る こと も 出来ない。 そこで 幽霊 

がそれ に扮 する 俳優の 前に 現れた というの はちよ つ と 

面白い じ やない か。 いや、 話 はこれ からだん だんに 面 

白くなる の だ ご 

K 君 は 茶 をす すりながら にゃにゃ 笑って いた。 雨 は 



いよいよ 本降りに なったら しく、 岸の 柳が 枯れ かかつ 

た 葉 を 音 もな しに 振る い 落して いるの も わびしかった。 

二 

わたし は 黙って 茶 をす すって いた。 しかし 今の K 君 

の 最後の ことばが 少し 判らなかった。 包 孝粛の 舞台に 

おける 怪談 はもう それで 解決した らしく 思われる のに、 

彼 はこれ から 面白くな るの だとい う。 それが どうも 判 

らな いので、 わたし は 表 を ながめて いた 眼 を K 君の 方 

へむ けて、 更に その あと を 催促す るよう に 訊いた。 



「そうすると、 その 話 は 済まない のかね。 何 かま だ 

後談が あるの かね ご 

「大いに あるよ。 後談 がなければ 詰まらな いじ やない 

かご と、 K 君 は 得意ら しくまた 笑った。 「今の 話 はこ 

こへ 来たので 思い出した のさ。 その後 談 はこの 西 湖の 

ほとりが 舞台になる の だから、 そのつ もりで 聴いて く 

れ たまえ。 その 包 孝 粛に扮 した 俳優 は 李 香と かいうの 

だそう で、 以前 は 関 羽の 芝居 を 売 物にして 各地 を 巡業 

していた の だが、 近 ごろ は 主として 包 孝粛の 芝居 を演 

じる ようになった。 そうして 広東の 三 水 県へ 来て、 こ 

こで も 包 孝粛の 芝居 を 興行して いると、 前にい つたよ 



る あいだに、 彼は少 からぬ 財産 を こしらえて しまった _ 

なにしろ 金 は ある。 人気 は ある。 かれは 飛ぶ 鳥 も 落し 

そうな 勢いで この 杭 州へ 乗 込んで 来る と、 ここの 芝居 

もす ばらしい 景気 だ。 しかし、 人間 は あまり トン トン 

拍子に いくと、 とかくに 魔が さす もので、 李 香 はこの 

杭 州に いる あいだに 不思議な 死に 方 をして しまった ご 

「李 香 は 死んだ のか ご 

「それが どうも 不思議な の だ。 李 香 はこの 西 湖の ほと 

リの、 我れ われが さつ き 参詣し て 来た 蘇 小 小の 墓の 前 

に 倒れて 死んで いたの だ。 からだに は 何の 傷の あと も 

ない。 ただ 眠る が 如く 死んで いるの だ。 さあ、 大騒ぎ 



当時 評判の 高い 李 香で あると いうので、 船頭 もよ くそ 

の 顔 を おぼえて いたの だ。 その 李 香が 美しい 女と 夜 ふ 

けに 湖畔 を 徘徊して いる —— どこでも 人気役者に は 有 

勝ちの こと だから、 船頭 も 深く 怪しみ もしないで 摺れ 

ちがって しまったの だが、 さて、 こういう ことになる 

と、 それが 船頭の 口から 洩れて、 種々 のうた がいが そ 

の 美人の 上に かかって 来た ご 

「それ は 当り まえ だ。 そこで、 その美 人 は 何者 だね ご 

「まあ、 待ちた まえ。 急い ちゃ あいけ ない。 話 はな か 

なか 入り組んで いるの だから ご と、 K 君 は 焦らす よう 

に、 わざとら しく 落ちつき 払って いた。 



秋の 習いと いいながら、 雨 は 強く もなら ず、 小 やみ 

にもなら ない、 さっきから 殆んど 同じような 足 並で し 

ひる 

としとと 降りつ づけて いる。 午 をす ぎて まだ 間 もない 

のに、 湖水の 上 は 暮れ かかった ように 薄暗く けむって 

いた。 

「李の 死んだ の はいつ だね ご と、 わたし は 表 をみ なが 

ら 訊いた。 

「むむ。 それ を 言い 忘れた が、 なんでも 春の なかばで、 

つ みく さ 

そこらの 桃の 花が 真っ赤に 咲いて、 おいおい 踏 青が 始 

まろうと いう 頃だった。 そうだ、 シナ 人の 詩に ある 

こふんなん ぞ かんせん じじょの こと 

じ やない か I I 孤 憤 何 関 児女 事、 



K 君 は 平気で 答えた。 「蘇 小 小と いうの は 君 も 知って 

いるだろう が、 唐 代で 有名な 美妓で、 蘇 小 小と いえば 

芸妓な どの 代名詞に もな つてい る くらいだ。 その 墓 は 

西 湖に おける 名所の ひとつに なって いて、 古来の 詩人 

の 題詠 も 頗る 多い。 その 蘇 小 小の 霊が 墓の なかから 抜 

け 出して、 李 を ここへ 誘って きたと いうの だ。 つまり 

蘇 小 小が 李 香と いう 俳優に 惚れて、 その 魂が 仮り に 姿 

を あらわして、 たくみに 李 を 誘惑して、 共に 冥途へ 連 

せんとう しんわ リ ようさいしい 

れて 行った というわけだ。 剪 燈新話 ゃ聊斎 志異が ひろ 

く 読まれて いる 国 だから、 こういう 想像 説 も 生れて 来 

そうな こと さ。 相手が いよいよ 幽霊と きまれば、 どう 



解決し ない 間 は、 むやみに ここ を 立 去る こと も 出来な 

いので、 一座の 者 は 代る がわる に 呼 出されて、 役人の 

訊問 を 受けて いた。 実に 飛んだ 災難 だが、 どうも 仕方 

力な レ 」 

「一体、 その 李と いうの は 幾つぐ らいで、 どんな 男な 

の だね ご と、 わたし は 一 種の 探偵 的 興味に 誘われて ま 

is:.- Irt ヽ しこ。 
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「年 は 三十 四、 五で、 まだ 独身であった そうだ。 たと 

い 田舎 廻りに もしろ、 ともかくも 座頭 を 勤めて いるの 

だから、 背 も すらりと して 男振り も 悪くない。 舞台 以 

外に は どちら かいうと 無口の 方で、 ただ 黙って 何か考 



を 派出して、 毎晚か の 蘇 小 小の 墓の あたり を 警戒 さ せ 

る ことにした ご 

「誰でも 考えそう な こと だね ご と、 わたし は 思わず 

笑った。 

「誰でも 考えそう な こと をまず 試みる のが 本格の 探偵 

だよ ご と、 K 君 は 相手 を 弁護す るよう に 言った。 「見 

たまえ。 それが 果して 成功した の だ ご 

少し やり 込められた 形で、 わたし は ぼんやりと K 君 



の 顔 を ながめて いると、 彼 はや や 得意ら しく 説明した。 

「二人の 捕吏が 蘇 小 小の 墓の あたりに 潜伏して いると、 

果して そこ へ 一 一つの 黒い 影が あらわれた。 宵闇で は あ 

るが、 星 あかりと 水 あかりで 大抵の 見当 は 付く。 その 

影 はふたり の 女と 判った が、 その 話し声 は 低くて きこ 

えない。 やがて 二つの 影 は 離れて しまいそう になった 

ので、 隠れて いた 捕吏 は 不意に 飛 出して 取 押えようと 

すると、 ひとりの 女 は なかなか 強い。 忽ちに 犬の 男 ふ 

たり を 投げ倒して、 闇の なかへ 姿 を 隠して しまったが 

〔# 「しまったが」 は 底本で は 「しまったが 匕、 逃げお くれ 

た 一 人の 女 は その 場で 押えられた。 よく 見る と、 それ 



が 置いて あって、 崔の 無罪 は 明白で、 その 申立てに 一 

ヽづ. T 

点の 詐リ もない ので あるから、 すぐ 〔# 「すぐ」 は 底本 

では 「すく 匕 釈放して くれと 認めて あった。 何者が い 

つ 忍び込んだ のか 勿論 わからな いが、 その 剣 をみ て、 

役人 は ぞっとした。 ぐずぐずし ていれば、 おまえの 寝 

首 を 搔くぞ という 一種の 威嚇に 相違ない。 ここまで 話 

せば、 その後の こと は 君に も 大抵の 想像 はっくだろう。 

李の 一座 はこ こで 解散した。 崔と 周と は 手に 手 をと つ 

て どこへ か 立 去った ご 

「その 結末 はたいて い 想像され るが、 その 女 は 何者 だ 

力 半、 らなレ じ やな レカ 」 



「それ は女俠 という もので、 つまり 女の 俠客だ ご と、 

K 君 は 最後に 説明した。 「日本で 俠客 といえば すぐに 

幡随 院長 兵衛 のた ぐい を 連想す るが、 シナ でい ぅ俠客 

はすこし 意味が 違う。 勿論、 弱き を 助けて 強き を 挫く 

という 俠気も 含まれて いるに は 相違ない が、 その 以外 

に剌 客と か、 忍びの 者と か、 剣客と かいうよ うな 意味 

が 多量に 含まれて いる。 それだけに、 相手に とって は 

幡随 院長 兵衛 などより 危険性が 多い わけ だ。 俠 客が 世 

に 畏れられ るの は そこに ある。 崔を 救った 女 も 一種の 

せんしゅ 

女俠 である こと は、 美人の 繊手で 捕吏 ふたり を 投げ倒 

したの や、 役人の 枕 もとへ 忍び込んで 短剣と 手紙 を 置 
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